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会
員
の
皆
様
に
は
、
御
健
勝
に

て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
に
対
し
ま

し
て
、
温
か
い
御
支
援
・
御
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

久
美
浜
高
校
は
、
明
治
35

（
1
9
0
2
）
年
に
熊
野
郡
立
農

林
学
校
と
し
て
出
発
、
そ
の
後
京

都
府
立
農
学
校
へ
、
ま
た
昭
和
23

（
1
9
4
8
）
年
か
ら
は
京
都
府

立
久
美
浜
高
校
と
し
て
歩
み
続
け

て
、
間
も
な
く
創
立
1
1
4
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
同
窓

生
も
今
や
１
３
︐0
0
0
有
余
名

の
多
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。
今
後
も

存
続
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
支

援
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

健
康
は
自
分
が
自
分
に
送
る
最

高
の
贈
り
物
で
す
。
人
生
を
楽
し

く
過
ご
す
た
め
に
健
康
に
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
さ
て
皆
様
は
30

秒
以
上
の
片
足
立
ち
が
で
き
ま
す

か
。
片
足
バ
ラ
ン
ス
が
で
き
な
い

人
は
、
す
で
に
脳
の
中
で
軽
い
脳

出
血
が
発
症
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
と
か
。
ま
た
重
度
の
脳
卒
中

を
発
症
す
る
リ
ス
ク
や
認
知
症
の

傾
向
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
ど
ち
ら

の
足
で
も
ふ
ら
つ
き
ま
し
た
。
脳

ド
ッ
ク
の
受
診
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず

は
メ
タ
ボ
解
消
や
筋
力
ア
ッ
プ
し

て
若
返
り
を
図
ら
な
け
れ
ば
と
決

意
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
元
気
す
ぎ
る
地
元
久
美

浜
同
窓
会
の
会
員
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
ず
昭
和
30
年
（
卒
）
元
会

長
は
、
市
内
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
で
熱
心
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ

れ
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
審
議
会

の
役
員
や
、
最
近
で
は
市
の
国
際

交
流
視
察
団
と
し
て
南
の
島
フ
ィ

ジ
ー
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
次
に
本
同
窓
会
理

事
の
昭
和
27
年
（
卒
業
）
同
窓
会

理
事
は
、
毎
年
、
京
都
・
近
畿
マ

ス
タ
ー
陸
上
競
技
大
会
（
三
段
跳

び
・
他
3
競
技
）
に
出
場
を
続
け

ら
れ
て
い
る
。
三
段
跳
び
は
8
連

覇
中
。
本
年
も
全
国
大
会
（
82
歳

の
部
）
に
出
場
さ
れ
ま
す
。
皆
様

の
よ
う
に
年
齢
を
重
ね
ら
れ
て

も
、
行
動
力
が
あ
り
、
人
生
の
目

標
意
識
の
高
い
人
は
若
か
く
見
え

ま
す
。
改
め
て
、
健
康
の
た
め
に

運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
皆
様
の
中
に
は
、
趣

味
・
健
康
増
進
・
地
域
づ
く
り
な

ど
頑
張
っ
て
い
る
方
が
多
く
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
活
動

を
「
久
美
浜
高
校
同
窓
会
の
情
報

交
換
の
場
」
と
し
て
「
会
報
」
や

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
中
で
報
告

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
お
願
い
と
な
り
ま
す

が
、
会
報
発
行
賛
助
金
が
不
足
し

て
例
年
発
行
し
て
い
る
同
窓
会
報

が
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
た

め
に
賛
助
金
（
2
︐0
0
0
円
）
を

納
入
さ
れ
た
方
に
だ
け
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。
ど
う
か
同
窓
会
の

現
状
を
御
理
解
の
上
、
御
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
本
校
の
教
育
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
御
理
解
と
御
協
力

を
い
た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
総
合
学
科
と
し
て

歩
み
だ
し
18
年
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
、
84
名
の
新
入
生
を
迎

え
、
１
学
年
３
ク
ラ
ス
全
校
生
徒

２
４
４
名
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
現
在
、
京
丹
後
市
内
出
身

者
が
９
５
．５
％
、
遠
く
は
福
知

山
か
ら
通
学
し
て
い
る
生
徒
も
い

ま
す
。

　

総
合
学
科
の
特
性
を
生
か
し
、

少
人
数
授
業
を
展
開
し
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
能
力
や
個
性
に
応

じ
た
科
目
を
配
置
し
、
進
学
か
ら

就
職
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
の
進
路

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
き
め

細
や
か
な
指
導
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

授
業
で
は
、
１
年
生
が
職
場
体

験
、
社
会
人
と
の
交
流
、
地
域
を

題
材
と
し
た
研
究
に
取
り
組
み
、

専
門
系
列
（
生
産
科
学
・
福
祉
）

で
は
地
域
や
大
学
等
の
関
係
機

関
と
の
連
携
授
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
を
推
進
し
、「
丹

後
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
は
96

名
、「
久
美
浜
ま
る
か
じ
り
祭
り
」

に
は
35
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
地

域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

久
美
浜
湾
を
会
場
に
、
夏
に

行
わ
れ
ま
し
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

カ
ヌ
ー
競
技
に
は
、
全
国
か
ら

７
８
０
名
の
選
手
・
監
督
団
が

参
加
し
、
開
催
期
間
中
に
延
べ

１
２
︐０
０
０
名
の
来
場
が
あ
り

ま
し
た
。
補
助
員
と
し
て
網
野
・

峰
山
高
校
生
の
協
力
も
お
願
い

し
、
本
校
か
ら
は
１
３
５
名
の
生

徒
が
式
典
運
営
か
ら
検
艇
等
の
作

業
に
携
わ
り
ま
し
た
。
さ
わ
や
か

な
笑
顔
、
素
直
で
温
か
な
心
遣
い

が
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
男
子
Ｋ

−

１		

２
０
０
ｍ
準
優
勝
、
Ｋ

−

４		

２
０
０
ｍ
３
位
、
男
子
総
合

４
位
、
女
子
Ｗ
Ｋ

−

１
で
は
８

位
の
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た

秋
の
和
歌
山
国
体
に
お
い
て
も
、

男
子
Ｋ

−

２		

５
０
０
ｍ
３
位
、

２
０
０
ｍ
４
位
、
女
子
Ｗ
Ｋ

−

１		

５
０
０
ｍ
５
位
、
２
０
０
ｍ
６
位

の
成
績
で
し
た
。

　

陸
上
競
技
は
、
ヤ
リ
投
げ
や
砲

丸
投
げ
で
近
畿
レ
ベ
ル
の
大
会
の

出
場
も
常
連
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
も
男
女
個
人

ペ
ア
が
京
都
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
、
小
さ
な
学
校
な
が
ら
活
発
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
全
ク
ラ
ス
が
演
劇

に
取
り
組
ん
だ
文
化
祭
、
86
名
の

保
護
者
の
方
が
模
擬
店
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学

年
対
抗
の
さ
わ
や
か
な
体
育
祭
、

持
久
走
大
会
で
は
、
ゴ
ー
ル
し
た

生
徒
が
皆
で
仲
間
を
応
援
す
る
な

ど
、
生
徒
達
の
素
直
で
温
か
な
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
こ
の
素
直
な
姿

勢
は
、人
と
し
て
の
基
本
で
あ
り
、

保
護
者
の
方
々
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
、
育
て
て
い
た
だ
い

た
結
果
で
あ
る
と
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
子
ど
も
達
の
健
や
か

な
成
長
に
、
御
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

「目的意識の

　高い人は若い」
会　長　岡田　　修
（高26回・昭和49年卒）

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

みんな明るく

　　　前向きに
校　長　平野　正樹
（高30回・昭和53年卒）
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久
美
浜
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

拝
見
し
ま
し
た
。

　
〝
輝
〟の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

総
合
学
科
四
系
列
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
沿
っ
て
日
々
勉
学
に
励
み
、
部
活

動
な
ど
で
も
大
い
に
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
様
子
を
思
い
浮
か
べ
て
い
ま

す
。ま
た「
京
丹
後
だ
よ
り
」に
て
、

〝
海
の
京
都
博
〟開
催
や〝
京
都
縦

貫
自
動
車
道
〟の
全
面
開
通
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
を
知
り
ま
し
た
。益
々
京

丹
後
の
新
た
な
情
報
が
全
国
に
発

信
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
久
美
浜
会（
拡
大
の
同
窓

会
）の
第
三
七
回
総
会
・
懇
親
会
は

予
定
通
り
五
月
末
、
平
野
久
美
浜
高

校
校
長
、
森
垣
同
窓
会
副
会
長
、
木

村
京
丹
後
市
市
民
部
長
、上
田
京
都

府
東
京
事
務
所
長
の
御
出
席
の
も

と
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。京
丹

後
の
近
況
を
来
賓
の
方
々
か
ら
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
遠
く
離
れ
て
生
活

し
て
い
る
私
た
ち
も
改
め
て
大
き
な

活
力
を
い
た
だ
き
、ふ
る
さ
と
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。懇
親
会
で

は
岡
田
会
長
の
計
ら
い
で
、
日
本
民

謡
協
会
公
認
教
授
で
あ
ら
れ
る
京

極
加
津
恵
さ
ま
を
お
招
き
し
、
場
内

に
響
き
渡
る
美
し
い
民
謡
を
お
聴
き

し
、
盛
況
と
な
る
中
で
宮
津
節
や
久

美
浜
音
頭
も
熱
唱
さ
れ
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た

（
二
九
名
参
加
）。

　

一
〇
月
二
六
日
は
鎌
倉
散
策
の
会

が
催
さ
れ
、
瑞
泉
寺
、
鎌
倉
宮
な
ど

を
巡
り
、
宮
島
副
会
長
に
よ
る
詳
細

な
説
明
を
聴
き
な
が
ら
深
ま
り
ゆ

く
秋
の
風
情
を
満
喫
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た（
一
四
名
参
加
）。

　

私
た
ち
東
京
久
美
浜
会
の
会
員

も
そ
れ
ぞ
れ
に
歳
を
重
ね
、
会
へ
の

参
加
が
困
難
に
な
る
方
も
あ
り
、

様
々
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
現
状

で
す
が
、
な
ん
と
か
活
性
化
の
道

を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
〝
ふ
る
さ
と
応
援
団
〟の
一
員
と
し

て
京
丹
後
の
よ
り
一
層
の
御
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
支
部
連
絡
先　

東
郷
久
仁
子

TEL

・FAX		03-3672-3129

　

毎
年
２
月
11
日
に
久
美
浜
高
校

同
窓
会
京
都
支
部
総
会
を
開
催
し

て
お
り
、
節
目
の
30
回
目
の
同
窓

会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

京
都
支
部
の
総
会
は
、
岡
田
同

窓
会
長
や
三
好
校
長
を
は
じ
め
来

賓
に
方
々
に
も
出
席
い
た
だ
き
、

30
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
の
固
定
化
が
課
題
と
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
会
で
は
、
岡
田
同
窓
会
長
か

ら
丹
後
・
久
美
浜
の
状
況
の
お
話

を
い
た
だ
い
た
上
、
三
好
校
長
か

ら
は
久
美
高
だ
よ
り
な
ど
に
よ
り
、

　

平
成
27
年
11
月
7
日（
土
）、第

13
回
総
会
・
懇
親
会
を
、御
来
賓

に
京
都
府
知
事
代
理
の
知
事
室

長　

兒
島
宏
尚
様
と
京
丹
後
市

久
美
浜
市
民
局
局
長　

松
本
哲

朗
様
に
御
出
席
し
て
頂
き
、「
日

航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都
」で
実
施
し

ま
し
た
。京
都
縦
貫
道
全
線
開
通

に
よ
り
い
よ
い
よ「
北
近
畿
新
時

代
」を
迎
え
ま
し
た
。海
の
京
都

は
、
11
月
15
日
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な

り
ま
す
が
、
今
夏
の
海
水
浴
シ
ー

ズ
ン
は
自
動
車
道
の
渋
滞
が
50
キ

ロ
を
超
す
事
態
と
な
り
、
ま
た
、

道
の
駅「
味
夢
の
里
」で
は
車
両
が

道
路
ま
で
伸
び
る
状
況
で
、
レ
ス

ト
ラ
ン
の
食
材
不
足
で
御
迷
惑

を
か
け
る
等
、
う
れ
し
い
悲
鳴
と

今
後
の
課
題
を
残
す
状
況
で
し

た
。丹
後
王
国「
食
の
み
や
こ
」も

昨
年
の
4
．8
倍
、
9
万
5
千
人

と
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。京
丹

後
市
と
し
て
、
昨
年
、
市
制
10
周

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
人
口
減

は
厳
し
く
、
市
を
挙
げ
て
の
地
方

創
生
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
・

交
流
の
先
進
地「
新
・
丹
後
王
国
」

の
創
造
を
目
指
す
と
大
き
な
展

望
を
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。久
美

浜
高
等
学
校　

事
務
長　

増
田

徳
雄
様
と
同
窓
会
長　

岡
田
修

様
に
は
、
高
等
学
校
の
現
状
を
御

報
告
頂
き
ま
し
た
。全
校
生
徒
数

2
4
0
名
強
、
比
較
的
小
規
模
の

学
校
で
す
が
、
総
合
学
科
の
特
性

を
発
揮
し
て
学
科
別
系
列
や
少

人
数
講
座
を
設
け
て
、
各
生
徒
の

進
路
希
望
ま
で
実
現
す
る
教
育

活
動
を
行
い
、
ま
た
1
年
生
か
ら

産
業
人
と
し
て
人
格
形
成
の
た

め
、
職
場
体
験
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
行
い
、
地
元
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。部
活
動

も
活
発
で
、
1
年
生
全
員
が
入
部

す
る
よ
う
に
し
て
、
カ
ヌ
ー
部
・

陸
上
競
技
部
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・

茶
道
部
、
そ
れ
ぞ
れ
に
優
秀
な
成

果
を
残
し
て
い
ま
す
。カ
ヌ
ー
部

は
、
全
国
高
校
総
体
が
久
美
浜
で

開
催
さ
れ
、
男
子
総
合
４
位
、
個

人
カ
ヤ
ッ
ク
で
村
野
選
手
が
２
位

と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

岡
田
同
窓
会
長
か
ら
は
、
御

挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て
頂

き
、懇
親
会
を
ス
タ
ー
ト
、サ
ッ
ク

ス
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
、
郷
里
久

美
浜
の
話
題
や
懐
か
し
い
出
会

い
の
話
題
で
和
や
か
で
ゆ
っ
く
り

し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。今

回
は
、
初
め
て
御
入
会
を
お
願
い

し
ま
し
た
布
袋
野
出
身
の
日
本

画
家　

斎
藤
和
様
に
絵
画
を
、
ま

た
大
井
出
身
の
塚
本
美
喜
雄
様

の
書
画
と
湊
宮
出
身
の
中
島
貞

治
様
の
色
紙
の
展
示
を
お
願
い
し

て
久
美
浜
町
の
芸
術
の
一
端
を
会

員
各
位
鑑
賞
し
ま
し
た
。最
後
に

サ
ッ
ク
ス
伴
奏
で「
ふ
る
さ
と
」を

全
員
で
熱
唱
し
て
閉
会
、
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
同
じ
会
場
で
、
11

月
12
日（
土
）に
開
催
予
定
で
す

の
で
多
く
の
御
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

支
部
だ
よ
り

東京支部

ふ
る
さ
と
　
応
援

東
郷
久
仁
子
（
14
期
生
）

第
13
回
京
阪
神
久
美
浜
会
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
！

事
務
局
　
藤
原
　
俊
文
（
14
期
生
）

京 阪 神
久美浜会

京
都
支
部
総
会
開
催

事
務
局
　
山
口
　
清
史
（
32
期
生
）

京都支部

頑
張
る
高
校
生
の
姿
の
御
報
告
が

あ
り
、
出
席
者
一
同
、
感
動
と
皆

で
応
援
し
た
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

京
都
支
部
総
会
は
、
毎
年
、
建

国
記
念
の
日
に
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
同
級
会
な
ど
で
、
こ
の
同
窓

会
を
御
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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主なクラブ活動成績

＜個人戦 競技結果（３位まで）＞
カヤックシングル（Ｋ－１）
　男子200ｍ２位　村野 武広（３年）
　カヤックフォア（Ｋ－４）　男子200ｍ ３位
　浦野 亮太・村野 武広（３年）・安井 光太朗（２年）・野村 悠太（１年）

＜国体結果＞
カヤックペア（Ｋ－２）
　男子500ｍ３位、200ｍ４位　浦野 亮太・村野 武広（ともに３年）
カヤックシングル（WＫ－１）
　女子500ｍ５位、200ｍ６位　埋金 楓（２年）

カヌー部 陸上競技部

総合力を発揮し、男子総合の部で４位入賞!!
個人戦では表彰台にも

久美浜湾でインターハイ開催

　８月４日（火）から８日（土）、久美浜湾カヌー競技場において、
平成27年度 全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が開催
されました。選手たちは、地元で全国インターハイが開催される
ということで、例年にも増す意気込みで練習に励み、男子総合で
４位に入賞するなどの結果を残し
ました。
　本校カヌー部員のうち７名は、
10月 に 和 歌 山 県 で 開 催 さ れ た
2015紀の国わかやま国体にも出
場しました。

○京都インターハイ
　的井絵麗奈（２年）
　　砲丸投　６位　10m83
　　近畿インターハイへ出場し、健闘しました。

○京都ユース選手権大会
　的井絵麗奈（２年）
　　砲丸投　１位　11m22
　　やり投　２位　40m40
　　近畿ユース選手権大会へ出場し、健闘しました。

○京都選手権大会
　西村　七海（３年）
　　ハンマー投　７位　28m23
　的井絵麗奈（２年）
　　砲丸投　４位　10m54
　　近畿選手権大会へ出場し、健闘しました。

　平成27年11月29日、久美浜高校の体育館を会場に、講演会を開催いたしました。今年は「秋の音楽会」
と題しまして、「新庄消防車庫前バンド」「京都真琴会　織音（おりおん）」の２団体による演奏をしていた
だきました。50名以上の方が参加され、秋の夜長を彩る良き音色を奏でました。

会　長 岡田　　修
副会長 岡田　高夫
副会長 森垣　敦雄

理　事 一 区
桜井　　武（監事）
中島　　毅

理　事 二 区
中嶋　勝治
増馬　孝之

理　事 川 上
坪谷　栄一
野村　　晃

理　事 海 部
小国幸太郎
古橋　伸一

理　事 佐 濃 南
奧田　幸男
柴野　美和

理　事 佐 濃 北
北尻　幸彦
松本　哲朗（監事）

理　事 田 村
中村　晴司
長砂　幸男

理　事 神 野
吉村　和之
黒田　啓正

理　事 湊
藤野　　均
鈴木　省樹

理　事 旧 中 郡
吉岡　和行
安見　義和

理　事 旧竹野郡

井谷　實夫
山口　一彦
田家　一雄
小谷　治幸

理　事 与謝宮津 和田　徳雄

理　事 但 馬
高田　爽司
古橋　省三

顧　問 校 長 平野　正樹
顧　問 副 校 長 村野　文啓

顧　問 事 務 長 増田　徳雄

校　内
理　事

庶 務 藤澤　　満

会 計
鳴海　光則
奥田　仙之

会 報

大道　錬一
増馬　克巳
田中　栄介
安井　國士

ホ ー ム
ペ ー ジ

小西　鉄也
森本　和幸
高尾　幸弘

平成27年度 同窓会 理事名簿
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　今号より賛助金をいただいた方のみへの郵送

と発行方法を変更させていただきました。また、

クラス会の報告がゼロ件だったこともあり、ペー

ジ数も大幅に減少させていただきました。

　クラス会の報告をはじめ何か記事がありまし

たら事務局までお寄せください。学校の様子は

ＨＰで随時更新しておりますので、是非御覧く

ださい。それでは、皆様良いお年をお迎えくだ

さい。

　平成26年度　　基本金収支決算書
【収　　入】

科　　　目 予算額 収入額 増　減（△） 摘　　　　　　　要

繰 越 金 992,386 992,386 0 平成25年度より繰越

会 費 42,000 42,000 0 卒業生500円×84名

雑 収 入 614 246 △ 368 利息

合　　　　計 1,035,000 1,034,632  △ 368
【支　　出】

科　　　目 予算額 支出額 増　減（△） 摘　　　　　　　要

繰 出 金 500,000 500,000 0 通常費に繰出

教育充実支援金 150,000 136,080 △ 13,920 久美高だより　（1回）

合　　　　計 650,000 636,080 △ 13,920
（収入額）1,034,632　－　（支出額）636,080　＝　（差引残高）398,552

398,552 円 を次年度へ繰越します。

　

　平成26年度　　通常費収支決算書
【収　　入】

科　　　目 予算額 収入額 増　減（△） 摘　　　　　　　要

繰 越 金 452,908 452,908 0 平成25年度より繰越

繰 入 金 500,000 500,000 0 基本金より繰入

会 費 336,000 336,000 0 卒業生4,000円×84名

雑 収 入 412 57 △ 355 預金利息

会 報 賛 助 金 500,000 656,840 156,840

合　　　　計 1,789,320 1,945,805 156,485
【支　　出】

科　　　目 予算額 支出額 増　減（△） 摘　　　　　　　要

会 議 費 10,000 0 △ 10,000

事 業 費 1,379,000 1,248,422 △ 130,578

会 報 発 行 1,180,000 1,114,790 △ 65,210 会報発行代金

卒業生記念品 59,000 61,538 2,538 卒業証書ブック

講 演 会 120,000 52,654 △ 67,346 講師：片山氏

支部活性化対策 20,000 19,440 △ 560 京都支部総会

支 部 助 成 費 80,000 70,000 △ 10,000 各支部総会

旅 費 100,000 39,260 △ 60,740 各支部総会

通 信 運 搬 費 10,000 10,027 27 理事会・支部等資料送料

事 務 費 10,000 4,860 △ 5,140 コピー用紙

報 償 費 100,000 75,000 △ 25,000 支部総会祝金、学年同窓会奨励金

雑 費 20,000 51,610 31,610 副会長香資花輪、賛助金返金

予 備 費 80,320 0 △ 80,320

合　　　　計 1,789,320 1,499,179 △ 290,141
（収入額）1,945,805　－　（支出額 ）1,499,179　＝　（差引残高）446,626

446,626 円 を次年度に繰越します。

　平成27年度　　基本金予算書
【収　　入】

科　　　目 前年度決算額 本年度予算額 増　　減 摘　　　　　　　要

繰 越 金 992,386 398,552 △ 593,834 前年度より繰越

会 費 42,000 35,000 △ 7,000 卒業生500円×70名

繰 入 金 0 200,000 200,000 通常費より繰入

雑 収 入 246 48 △ 198 利息

合　　　　計 1,034,632 633,600 △ 401,032
【支　　出】

科　　　目 前年度決算額 本年度予算額 増　　減 摘　　　　　　　要

繰 出 金 500,000 0 △ 500,000 通常費に繰り出し

教育充実支援金 136,080 150,000 13,920 久美高だより1回分

合　　　　計 636,080 150,000 △ 486,080
　

　　

　平成27年度　　通常費予算書
【収　　入】

科　　　目 前年度決算額 本年度予算額 増　　減 摘　　　　　　　要

繰 越 金 452,908 446,626 △ 6,282 前年度より繰越

繰 入 金 500,000 0 △ 500,000 基本金より繰入

会 費 336,000 280,000 △ 56,000 卒業生4,000円×70名

雑 収 入 57 74 17 預金利息

会 報 賛 助 金 656,840 500,000 △ 156,840

合　　　　計 1,945,805 1,226,700 △ 719,105
【支　　出】

科　　　目 前年度決算額 本年度予算額 増　　減 摘　　　　　　　要

会 議 費 0 10,000 10,000  理事会・事務局会議

事 業 費 1,248,422 522,000 △ 726,422

会 報 発 行 1,114,790 300,000 △ 814,790 会報発行に係わる全経費

卒業生記念品 61,538 52,000 △ 9,538 卒業証書ブック

講 演 会 52,654 150,000 97,346 講演会

支部活性化対策 19,440 20,000 560 各支部総会

支 部 等 助 成 費 70,000 80,000 10,000 各支部総会

旅 費 39,260 100,000 60,740 各支部総会・他

通 信 運 搬 費 10,027 15,000 4,973 理事会案内・他

事 務 費 4,860 20,000 15,140 用紙・他

報 償 費 75,000 100,000 25,000 支部総会祝金、学年同窓会奨励金

雑 費 51,610 100,000 48,390

繰 出 金 0 200,000 200,000 基本金へ繰入

予 備 費 0 79,700 79,700

合　　　　計 1,499,179 1,226,700 △ 272,479

編 集 後 記
平成２６年度卒業生の

皆さん・ 転退職の先生方へ
　今回初めて同窓会報を送付させていただきま
す。この会報は皆様からいただいた賛助金によ
り発行しており、前年度より賛助金をいただい
た方のみへの郵送へと発行方法を変更しており
ます。
　御理解をいただくと共に、お手数ですが、別
紙振込用紙により賛助金を納入していただきま
すようお願いします。

お 知 ら せ


